
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

101.8 人  67.8％  17.9 日  87 人  174 件  
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★1 月 1 日～1 月 31 日★ 

★ 

 

日★ 

※届出日数（一般病床） 

春寒の候、2 月 8 日には大寒波の影響により、呉市内も一面の雪景色となりました。 

そうした中、静かに咲く梅の花がもうすぐ訪れる春の兆しを伝えてくれています。 

さて、先生方にはいつもあくせすをご利用いただき、ありがとうございます。 

より一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

 
ＭＲＩ検査休止のＭＲＩ検査休止のお知らせ 

 この度、当院の MRI 検査装置を、検査時間の短縮および画質の向上のために更新すること

になりました。これに伴い、下記の期間 MRＩ検査を休止します。先生方には大変ご迷惑をお

掛けしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

2026年３月2 日（月）～ 4 月1 日（水） 
4 月 2 日（木） 
より稼働予定です 

おしゃべり茶会 
 2 月 5 日（木）、呉市医師会病院 3 階研修室にて、会員・登録医の先生方が日頃感じ

ている疑問やちょっと聞いてみたいことを、当院職員と情報交換する目的で「おしゃべり

茶会」を開催しました。初めての試みとなる今回は、少人数で気軽におしゃべりができる

会になるよう「呉女医の会」の先生を対象にご案内し、当日は 9 名の先生方に参加いただ

きました。 

 当院からは、先本院長、連携室事務１名、ソーシャルワーカー3 名、看護師２名が参加

しました。話題は「当院の地域包括ケア病棟の紹介」から始まり、「地域包括ケア病棟再

入院のリセット条件」「在宅復帰扱いとなる退院先」「ソーシャルワーカーが行う退院調

整」など、当院に関するご質問について説明を行いました。また、在宅医療を支える先生

方ならではの悩みや疑問も話題に上がり、「往診」や「訪問リハビリテーション」などに

ついても情報交換を行うことができました。 

 会では、時折笑いも交えながら和やかな雰囲気の中で先生方と交流を深めることがで

き、職員にとっても大変有意義な時間となりました。今後もご質問などがございましたら、

あくせすまでお気軽にお問い合わせください。 

【 MRI 検査装置 更新工事期間 】 

報告 

あくせす直通：（0823）32-7576 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「開業医のためのＣＫＤ対策」～腎臓専門医からの実践的アプローチ～ 
川合 徹 先生  医療法人 中央内科クリニック 院長 / 呉市医師会 理事 

  2024 年末、慢性透析療法を受けている患者総数 

は 337,414 人（国民 366.9 人に 1人）です。透 

析患者数は 2021 年をピークとして以降は減少傾

向を示し、2024 年は前年比 6,094 人の減少と昨

年より大きな減少となっています。また、人口 100  

万人あたりの透析患者数（有病率）は、2022 年か 

ら減少傾向を示し、2024 年は人口 100 万人あた 

り 2,725.4人（前年比 37.0 人減）でした。            

 この原因として昨年までは新型コロナウイルス

による影響が考えられていましたが、どうもそれだ

けではなさそうです。2018年 7月に厚生労働省よ

り「腎疾患対策検討会報告書」が提出され、国を挙 

げて透析患者減少に対する取り組みがされていま 

す。その他治療薬として、従来の RAS 系阻害薬の 

他に、ここ数年エポックメイキングな薬    

（SGLT2 阻害薬、非ステロイドMRA 薬、GLP-1  

アナログ製剤）が登場し、透析導入を遅らせること  

ができています。そのため、今後も透析患者数は減  

少していくことが想定されています。                 

 なお、CKD の診断には検尿が必須です。リスク    

患者には3～4ヶ月に1度は検尿検査をお願いしま   

す。eGFR が 30mL/min 未満、尿蛋白および尿潜   

血（＋以上）を認めた際には、腎臓専門医がいる施   

設へ紹介をお願いします。                             

 

 

 

  

● 関係医師懇談会 報告（1月 27日）● 


